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で行なった研究をまとめたものであって，本文 4 章と第 5 章付録よりなっている。
第 1 章は序論で， U-C-N 系のこれまでの文献をまとめ，本研究の目的を明らかにしている。
第 2 章はー炭化ウランと一室化ウランの固溶体 UC1-xNx が理想溶体であるか否かについて，混
合熱の計算より検討している。その結果乙の閏溶体は理想熔体ではなく，かっ混合熱は組成およ
び温度に依存するとのべている。
第 3 章は種々の実験結果をのべているが， まず UC1-xNx と UC2 が共序する場合の固溶体の
格子定数，温度，チッ素圧力の関係を1950 0C --21500 C , 20mm Hg--760mm Hg の条件で求め，
また UC1-xNx， UC2 .および C が共存する， 自由度 1 の系についても同様の関係を求めている。
また U (C， O) とチッ素の18000 C の反応生成物は U (C， 0)2 と U (C, N， O) であることを見出






第 5 章第 l 節では U-C-N 系の状態図の概略をのべ，第 2 節では， 13600 C における混合熱の




本論文は将来の核燃料として有望な U-C-N 系について詳細に研究したものであって， 高温
における各相の存在範囲と各相のもつ特性を統計熱力学的方法によって明らかにしている。この
ことは，原子力工学ならびに工業に寄与するところ大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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